
北川民次の絵画技法（ 3)

－ 郡山市立美術館所蔵作品の 自 然科学的調査 一

Painting Technique of Tamiji Kitagawa 

- Technical Analysis using scientific methods on his works 

in the collection of Koriyama City Museum of Fine Arts ー

白河宗利 ・ 歌田員介 ・ 森田恒之 ・ 木島隆康 ・ 森田義之 ・

山 田 諭 ・ 田中元偉 ・ 鈴鴨富士子 ・ 杉原朱美 ・ 西川竜司
SHIRAKAWA Noriyori, UTADA Shinsuke, MORITA Tsuneyuki, KIJIMA Takayasu, MORITA Yoshiyuki, 

YAMADA Satoshi, TANAKA Motoi, SUZUKAMO Fujiko, SUGIHARA Akemi, NISHIKAWA Ryuji 

Main purpose of our works is to reveal, using some of optical and analytical methods, 

principles of systematic painting process of Tam司i Kitagawa ( 1 894 - 1 989) . The artist spent 

his youth days in Mexico between 1 92 1  and 1 936. They say that he used, in this period, a 

special self-made ground layer in an emulsion type to paint on it and to get an unique visual 

effect. Then authors did technical studies on some of his works to investigate his technical 

secrets. Two works from the collection of the Koriyama City Museum of Fine Arts were selected: 

"An American Lady and a Mexican Woman” ( 1 935) and “Dancers” （ 1 929) . They have done 

similar field surveys at the Kamiya Museum, Handa, in 20 1 0, and at the Nagoya City Museum 

of Arts in 20 1 1 . Digital photographing in whole, in details and under raking light, IR- and UV­

photographing, and X-ray fluorescence (XRF) analysis of used pigments, as a non-destructive 

method, were done in situ. No other particular discoveries than the upper mentioned previous 

surveys were confirmed, while rich application of barium compounds for both ground and 

painting layers was found as the other his works of the s釘ne periods. 

キー ワ ー ド ： エマルジ、 ヨ ン下地 （Preparation layer in Emulsion Type） 、 赤外線写真

CIR-Photo） 、 紫外線写真 （UV-Photo） 、 顕微鏡写真 （Micro Photo） 、

蛍光 X 線分析 （X-Ray Fluorescence Analysis） 、

絵画の技法解析 （Technical Studies of Painting） 、

北川民治の メ キ シ コ 時代 （Tamiji Kitagawa in his Mexican days） 、

郡山市立美術館所蔵品 （Collection from the Koriyama City Museum of Arts) 
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【研究の要旨】

本稿 は 、 本学の研究補助金であ る 理事長特別研究費 「半田市かみや美術館所蔵の北川民次作品の

保存科学的調査 法則性を持つ絵画技法の解明一」 （平成 2 1 年度） と 科学研究補助金 （基盤研究 （B) )

「法則性を持つ絵画技法の解明 一昭和前期北川民次作品の 自 然科学的調査を通 し て一」 （課題番号 ：

22320040) （平成 22-24 年度） の 中 間報告で あ る 。

本研究 の 主 た る 目 的 は 、 1 930 ～ 1 940 年代の北川 民次の作品 に 自 然科学的手法を応用 し て 調査

研究 し 、 技法材料、 保存修復、 美術史の観点か ら 学際的に解明す る こ と に あ る 。 と り わ け 、 こ れ ま

で 日 本国 内 で は ほ と ん ど研究 さ れて こ な か っ た テ ンペ ラ 画な ど で使用 す る エマ ル ジ ョ ン （分散液）

を媒材 と し て 用 い た技法で描かれた北川民次の作品を研究対象 と す る 。

本研究 で は 、 近年次第に 再認識 さ れ る よ う に な っ た法則性を も っ絵画技法の先駆例 と し て 、 北川

民次の メ キ シ コ 滞在期の作品の技法 と 材料を、 自 然科学的調査を 通 し て解明 し 、 再現研究を行 う 。

あ わ せ て 、 そ の歴史的背景を明 ら か に す る 。

（ 【本研究の学術的背景】 と 【本研究に よ っ て 明 ら かに さ れ る 内容】 に つ い て は 、 北川民次の絵画技

法 ーメ キ シ コ 滞在期作品 の 自 然科学的調査一 『愛知県立芸術大学紀要 40 号』 を参照 さ れたい。 ）

【 こ れま での研究経過】

本研究の研究者 グルー プは、 公益財団法人かみや美術館 （愛知県半田市） 、 名古屋市美術館 （愛知

県名古屋市） 、 郡山市立美術館 （福島県郡山市） で計 6 回の調査を行 っ て き た。

かみや美術館では、 2008 年 7 月 に メ キ シ コ 滞在期の作品 3 点 一 《カ ンディ ダ （無垢の女） 》 ( 1 935

年 ） 、 《女の像》 ( 1 935 年） 、 《 メ キ シ コ ・ 悲 し き 日 》 （ 1 936 年～ 1 937 年） 一 肉 眼に よ る 観察を行 っ

た。 2009 年 1 1 月 の調査では、 5 点の作品 一 《カ ンディ ダ （無垢の女） 》 （ 1 935 年） 、 《女の像》 （ 1 935

年 ） 、 《 メ キ シ コ ・ 悲 し き 日 》 （ 1 936 年～ 1 937 年） 、 《聖書を読む少年》 （ 1 934 年） 、 《 メ キ シ コ の月 》

( 1 934 年） ー に ついて 4 × 5 イ ンチカ メ ラ に よ る 高精度撮影、 側光写真、 紫外光、 赤外光等撮影 と

携帯型蛍光 X 線装置に よ る 分析等を行っ た。 20 1 0 年 9 月 の調査では、 デ ジ タ ルマイ ク ロ ス コ ー プ

撮影 と 携帯型蛍光 X 線装置 に よ る 分析を行 っ た。 作品の一部に 経年劣化 に伴 う 損傷が あ り 、 額装を

外せない作品 （《聖書を読む少年》 （ 1 934 年 ）） 以外は、 上記の撮影記録 と 携帯型蛍光 X 線装置 に よ

る 無機顔料等の分析を行 っ た。

名古屋市美術館 （愛知県名古屋市） の調査では、 2009 年 3 月 に 3 点の作品 一 《 タ ス コ の 山》 （ 1 934

年） 、 《作文を書 く 少女》 （ 1 939 年） 、 《老人》 （ 1 932 年） に つ い て 4 × 5 イ ン チ カ メ ラ に よ る 高

精度撮影、 側光写真、 紫外光、 赤外光等に よ る 写真記録を作成 し 、 携帯型蛍光 X 線装置に よ り 、 使

用 さ れた無機顔料等の分析を行 っ た。 ま た、 20 1 1 年 1 0 月 の調査で は 、 上記 3 点の作品のデジ タ ル

マイ ク ロ ス コ ー プ撮影を行な っ た。

郡山市立美術館 （福島県郡山市） では、 20 1 2 年 7 月 に 6 点 《芸者》 （ 1 94 1 年） 、 《風景 （瀬戸） 》 ( 1 944

年） 、 《横たわ る 恋人 た ち （ メ キ シ コ に て ） 》 （ 1 934 年） 、 《本を読む労働者》 （ 1 927 年） 、 《踊 る 人 た ち 》

( 1 929 年） 、 《 ア メ リ カ 婦人 と メ キ シ コ 女》 （ 1 935 年） ーの調査を行っ た。 方法は 4 × 5 イ ンチ カ メ
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北川民次の絵画技法 （ 3 ） ー 郡山市立美術館所蔵作品の 自然科学的調査 一

ラ に よ る 高精度撮影、 側光写真、 紫外光、 赤外光 ， デジ タ ルマイ ク ロ ス コ ー プに よ る 写真記録、 携帯

型蛍光 X 線装置に よ る 無機顔料等の分析であ る 。

今 回 の 中 間報告 は 、 北川民次が メ キ シ コ 滞在期に 制作 し た作品 一 《ア メ リ カ 婦人 と メ キ シ コ 女》

( 1 935 年） 、 《踊 る 人 た ち 》 （ 1 929 年） （郡山市美術館所蔵） に つ い て の調査報告 で あ る 。

〈調査方法〉

・ 4 × 5 イ ンチ カ メ ラ よ る 撮影

4 × 5 イ ンチ カ メ ラ で全図 お よ び部分の精細撮影を行 う 。 ま た、 画面裏の撮影 も 行い、 支持体の素材や状態を撮影す る 。

鑓影時 に 裏面 に 描 か れ た 絵が発見さ れ た り 、 画布に描かれた作品 で は 、 裏面の絵具の染み 出 し な ど か ら 描画材を推察

す る こ と がで き る 。

・ デジタ ルマイ ク ロ ス コ ー プに よ る観察

デ ジ タ ルマイ ク ロ ス コ ー プ と は 、 CCD カ メ ラ に 高倍率 レ ン ズを取 り 付け、 PC に 接続 し て 調査範囲 の拡大画像を観察

す る 機器 で あ る 。 ま た 同 時 に 、 調査範囲の長 さ ・ 面積な ど の計測が可能で あ る 。 通常の光学顕微鏡 と の違 い は 、 ハ ン

デ ィ 操作や鏡筒部分を三脚な ど に 設置 し て 様 々 な 角 度 ・ 箇所か ら の観察が可能で あ る こ と 、 さ ら に 、 ロ ー タ リ ーヘ ッ

ド を装着す る と 360 度回転す る ミ ラ ー を 介 し て動画に よ る 立体形状の観察がで き る こ と で あ る 。 調査現場で複数人が

同時に観察 し な が ら 討議で き る な ど 、 利便性は高い。

・側光写真
画 面 の ほ ぼ真横か ら 一方 向 の 光線を あ て て撮影す る 。 側光線を 当 て る と 、 表面の わ ず か な 凸 凹 が強調 さ れ、 絵具層

の亀裂や浮き 上が り 、 支持体の変形 と 言 っ た 作品の損傷状態が明 ら か に な る ほ か 、 画家の残 し た筆触や盛 り 上げな ど

が詳細 に 観察で き る 。 さ ら に 、 画面 と は無関係な筆跡が観察 さ れ る こ と か ら 、 下層 に 描 か れ た 別の絵が発見 さ れ た り 、

部分的な描 き 直 し を推定す る こ と がで き る 。

・紫外線蛍光写真
紫外線は、 通常人間 の 自 に 見 え る 光 （可視光線） よ り も 短い波長を持 っ て い る 。 エ ネ ル ギー が比較的大 き く 、 物 に

わずか で も 当 た る と 反射す る た め、 油 画 に お い て は ご く 表面の状態だ け が観察で き る 。 紫外線は 自 に 見 え な い が 、 紫

外線が物質 に 当 た る と 、 物質が蛍光を発 し 、 こ れ は 人 間 の 目 で知覚で き る 。 こ の よ う な性質を利用 し て 、 表層 の ワ ニ

ス層 の状態を観察 し た り 、 暗 く 見 え る 後世の加筆部分を見分 け た り す る 。 今回の撮影に 際 し て は 、 ブ ラ ッ ク ラ イ ト と

紫外線撮影用 フ ィ ル タ ー を 使 っ て撮影 し た 。

・赤外線写真
赤外線は、 通常人 聞 の 自 に 見 え る 光 （可視光線） よ り も 長 い波長を 持 ち 、 物質の 内 部 に 達 し 反射す る 。 こ の た め 、

赤外線写 真 で は 、 油絵具の表層を透過 し て 下層 に あ る 素描の線な ど を観察す る こ と が 出 来 る 。 た だ し 、 絵具層が厚塗

り で あ っ た り 、 赤外線を よ く 透過す る 黒色 （炭素を含む） 以外の色で素描が行わ れ て い る 場合は判別が難 し い こ と が

あ る 。 今 回 の 録 影 に 際 し て は 、 タ ン グ ス テ ン 光 と 3 種類の赤外線撮影 用 フ ィ ル タ ー （透過域 ： ～ 760、 ～ 800、 ～

920 (nm）） を 使 っ て揮影 し た。

・携帯型蛍光 × 線装置に よ る 分析

物質に X 線を照射す る と 、 そ こ に 含 ま れ る 元素 に 応 じ て 特定の波長を も っ 2 次 X 線が発生す る 。 こ の 2 次 X 線が蛍

光 X 線で あ り 、 こ の X 線を分析す る こ と で物質 に 含 ま れ る 元素の定性や定量を行 う 。 携帯型蛍光 X 線装置は、 調査現

場 に 持 ち 込み大型の文化財で も 任意の箇所を分析す る こ と が で き る 。 こ の こ と は 、 試料室 と 一体型の X 線装置 に 比べ

て空気中 の物質の影響を受け る 要 因 と な る が、 試料 と の 間 隔 を で き る か ぎ り 近づ け て 照射す る こ と と PC に よ る デー

タ 処理 に よ っ て影響を最小限 に 留 め る こ と が可能 と な る 。 こ の よ う な 方法は、 非彼壊で試料を分析 で き る た め、 文化

財の調査 に 広 く 利用 さ れ て い る 。
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北川 民次 作 《ア メ リ カ 婦人 と メ キ シ コ 女》 （ 1 935 年） 59.6 × 44 .9cm 

画面右下に スペイ ン語に よ る署名 と 年記等 「Tamiji pinto en I Mexico y Renovodo I 
en Jap6n en elano I de 1 958」 （民次 メ キ シ コ で制作、 1 95 8 年 に 日 本で補筆）

【作品概要】

北川 民次が足掛け 1 5 年 に お よ ぶ メ キ シ コ 滞在を終 え て 、 帰国す る 前年 の 1 935 年 （昭和 1 0 年 、

4 1 歳 ） に タ ス コ で、 描 い た 作 品 で、 あ る 。 北川 自 身 が 46 年後 に こ の 作 品 に つ い て 次 の よ う に 回 想 し

て い る 。
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北川民次の絵画技法 （ 3 ） ー 郡山市立美術館所蔵作品の 自 然科学的調査

I鉱山 で有名 な タ ス コ の村に は白人 も 住ん でいた。 彼等は概 し て金回 り も よ く 、 原住民を雇っ て

働かせ ていた。 こ の絵は白人 の女主人 と そのメイ ドの図であ る。 i C:ltJ l lN:f>\ I 俳 誌 の 想い お ふ t米寿記

念 メ キ シ コ 時代の北川民次I＆』 カ タ ロ グ、 飯田画廊、 1 9 8 1 年）

こ の 回想の と お り 、 画面に は し ゃれ た ワ ン ピー ス と ス カ ー フ を着 け 、 ハイ ヒ ールを履いた裕福そ う

な ア メ リ カ 人の 女主人 と 、 裸足で組末な服を着た原住民 （イ ンデ、 ィ オ ） の メ イ ド が、 対 照的な 姿と 雰

囲 気で 向 き 合 っ て 描かれて い る 。 背景に は、 灰色の空の下に タ ス コ の 山 と 町の一 角 が 描かれ、 左 下 に

は 、 スペイ ン統治時代に銀鉱山で、栄え た タ ス コ の シ ンボルであ る サ ン タ ・ プ リ ス カ 大聖堂が見 え る 。

乙 の作 品 は 、 他 の メ キ シ コ 滞在期の 大 半の 作品 と と も に 、 1 936 年 の 北川 民 次 の 帰 国 時 に メ キ シ

コ の画商の も と に 置い て こ ら れ た が 、 1 955 年 に 北川 が メ キ シ コ を再訪 し た 際 に 回 収 さ れ、 翌年 日

本 に 持ち 帰 ら れた 1 2 点の う ち の ひ と つ で あ る 。

l帰 国 当 初 の 作 品 の 保 存状態 と 画家 自 身 の 補筆 ( 1 958 年 ） に つ い て は 、 ：｜ ヒ川 と 親 し か っ た 美 術 評

論家の久保貞次郎が詳 し く 証言 し て い る の で 、 引 用 し て お く 。

T こ の他に、 興味あ る 作品が 2 点あ るρ その中の 1 点は出！藻中の 「アメ リ カ婦人 と メ キ シ コ女j 1 2  

号 であ る。 こ れ は画家がメ キ シ コか ら 持 ち 帰 っ た 1 2 点の 作品 の う ち 、 2 枚が板にかかれ て い て、

裏面が真白に塗 ら れ て い る が、 そ の 下に何かの図が透け て見え る のが発見 された。 画家に その白 く

塗 ら れた材料を、 除去 する てだてを問い合わせた と と ろ あ る薬品を教え て く れた。 その薬品 で辛抱

強 く 拭い てみ る と 、 すばら し く 新鮮な図が浮か びあがっ て き た。 そ と で、 と の分厚い板を 2 枚に

引 き裂 く 作業が残された。

2 人 の建具職人 が、 鋭利な ノ コ ギ、 リ で、 ま る 2 日かか っ て、 み ごと に 2 枚を 4 放に する 乙 と に

成功 し た。 ひ き裂れた板はかな り 薄 く な っ ていた の で、 裏面か ら 補強を施 し た。 そ し て、 新たに浮

か び上がっ た 2 枚が瀬戸の画家の ア ト リ エ に送 ら れたの であ る。

画家は情熱を新たに し て、 その上を リ タ ッ チ し て く れた。 1 958 年の こ と であ る。

fアメ リ カ婦人 と メ キ シコ女J の も う i 枚は、 「タス コの 寺院J の図 であ る が、 今回の出陳ま で

に発見 で きなか っ た。 2 点と も 、 灰色の時代の雰囲気をたたえ てい て、 チ ャ ー ミ ン グであ る。 l

（久保貞次郎 「 メ キ シ コ I時代の北川民次」 、 前燭 カ タ ロ グ、 1 98 1 年）

・ 作品裏面写真

作品の裏面 は格子状の組木を施 し た パ ネ ル に な っ て お り 、

支持休の板に 固定 さ れ て い る 。
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愛知県立芸術大学紀要 No.4 2 (20 I 2) 

・ デジタ ルマイ ク ロ ス コ ー プに よ る観察

日

【所見】

〆 �＇�

a 
b 
仁

d 
e 

g 
h 

k 

門1
n 

。
p 

q 

観察部分
側面 ： 5 ・ 20 ・ 40 倍

右人物／鼻中央 ・ 5 ・ so 倍

右人物／鼻輪郭 ・ 20 ・ so 倍

右人物／足靴 ： 1 0 ・ 20 ・ 40 倍

右人物／足 ： 5 ・ 20 倍

背景 1 . 5 ・ 1 0 ・ 20 倍

背景 2 1 0 ・ 20

右人物／ ス カ ー 卜 ・ 5 倍

左人物／鼻 口 ： 5 ・ 1 0 ・ 40 ・ so 倍

左人物／目 5 ・ 1 0 倍

左人物／髪 . s ・ 1 0 ・ 20 倍

左人物／耳飾 り ： 1 0 ・ 20 倍

右人物／首飾 り ： 1 0 ・ 20 倍

メ キ シ コ 花 ・ 20 倍

右人物／イ ヤ リ ン グ 1 0 倍

右人物／ 目 1 0 倍

画面左下／地面 ： 5 ・ 1 0 倍

作品を側面か ら 見 る と 、 支持体の薄板を別 の パ ネ ル に 張 つで あ る （観察部分 a） 。 画面右人物の鼻

部分に は 、 砂 ま た は 貝粉の よ う な 素材の混入がみ え る （観察部分 b、 c） が 、 よ く見 る と こ れ は肌全

体 に 及 んで い る 。 画面右人物の靴 と ふ くら は ぎ部分に は 、 下拙 き の鉛筆の線が見え る （観察部分 d 、 e） 。

こ の ほか に も 下描 き の鉛筆の線が判別で き る 箇所があ る 。 国間背景 （ 地面 ） に は ごく小さ い表層亀裂

と 砂状物質の絵具層への混入が見え る 。 後者は人物の肌の場合ほど顕著 で は な い。 ま た 、 透 明 な 白

色絵具の使用 も 観察で き た （観察部分 f、 g） 。 画面右人物の黒い ス カ ー ト を透かす よ う に 人体の裸形

が捕かれ て い る （観察部分 h）。 画面左人物の顔 に は 、 右人物 と 同 じ よ う に 肌全体 に 砂 ま た は 員粉状

の 素材の混入があ る （観察部分 l、 j ） 。 画面左人物の後頭部 （髪） で は 、 下描 き の鉛筆線 と と も に 髪

の描写手順が よ くわ か る （観察部分 k） 。 画面右人物の イ ヤ リ ン グ、 ネ ック レ ス 、 画面右人物 の イ ヤ

リ ン グ、 手 に 持つ花な ど か ら も 、 1111写手Ji闘が よ く観察で き る （観察部分 l、 m、 n、 o） 。 画面右下の

船 の よ う な建造物 は 、 先の尖 っ た道具で削 り 取 る よ う に 輪車13を描い て い る （観察部分 q） 。

観察部分 a － 側面 （40 倍） 観察部分 b － 右人物／鼻中央 （5 倍）
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:It川畏次の絵画技法 （ 3 ） ー 郡山市立美術館所蔵作品の 自 然科学的制査 一

観察部分 d ー 右人物／足靴 （20 倍） 観察部分 f － 背景 1 (5 倍）

観察部分 h － 右人物／スカー ト （5 倍） 観察部分 ト 左人物／鼻口 （40 倍）

観察部分 m － 右人物／首飾 り （20 倍） 観察部分 q 画面左下／地面 （1 0 倍）

49 



【所見1

・ 側光写真か ら は 、 画 面 を 走 る 凹 凸 と 画面全体を縦

方 向 に 伸 びる 亀裂が観察 で き る 。 支持休 （ 薄い 木 板 ）

の歪みに起因す る も の だ ろ う 。 下地塗料を縦方向の塗

り 塗 っ た痕跡が、 マチエールを作 っ て い る 。 左右の人

物のIJJ lの部分で も 、 随所に砂 ま た は貝粉状素材を絵具

に混ぜて 作 っ た別種のマチエールがで き て い る 。

・紫外線蛍光写真で は 、 左右の人物の顔、 左人物の月日、

背景全休に黒い部分が見 え る 。 こ れは後年の補彩 で あ

る と 思わ れ る 。 ま た、 右人物の上半身の輪郭では シ ル

エッ ト を切 り 取 る よ う に 、 さ ら に 左人物の服の上半身、

背景の空、 左右人物の足下にやや紫l味を幣びた 白色の

発光が見 ら れ る 。 ジ ン ク ホ ワ イ ト に よ る 揃写で あ る と

推定 さ れ る 。

・赤外線写真で は 、 下層 の下素ti'iiを画而全体か ら 判別す る こ と がで き る 。 た だ し 、 こ の線描は通常

愛知県立芸術大学紀要 No.42 (20 1 2) 

・ 側光写真

・ 赤外線写真

〆 � e::i' ·�； ＂＂＇�. 削z ’tm· 叫

・ 紫外線蛍光写真

光下で も 丁寧に 観察すれば肉眼で も 見 る こ と がで き る 。 下素描を見 る と 、 本作品 は 、 制作途中で の

構図変更を、 ご く 微細 な 部分を除いて、 ほと ん ど行 っ て い な い 乙 と が わ か る 。 制 作 前 に 周 到 な計画

が立て ら れて い た こ と に な る 。 ま た 、 画面右人物の黒い着衣の下に描かれ て い る 人体 も 通常光 の 目

視観察よ り も は っ き り と 認識す る こ と が で き る 。

円UにJ
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・ 携帯型蛍光 X 線装置に よ る分析

� 観川4 陶司，Lι v 

測定箇所
検出元素 主な推定顔料名

記号 描画内容 色味

a 屋根 赤 Fe Zn 赤褐色系土性顔料 （ レ ッ ドオ 力 ） 、
ジ ン ク ホ ワ イ ト

b 建物 赤 Hg, Zn ヴ、 ア 一 ミ リ オ ン、 ジ ン ク ホ ワ イ 卜

仁 屋根 黄 Zn, Ba ジ ン ク ホ ワ イ 卜 、 レモ ン イ エ ロ ー

d 唇 赤 ・ 白 Hg, Zn, Fe ヴ‘ ア 一 ミ リ オ ン、 ジ ン ク ホ ワ イ 卜 、
赤褐色系士｜主顔料 （ レ ッ ド オ ー 力 一 ）

e 唇 赤、
Fe Zn Ba 赤褐色系土性顔料 （ レ ッ ドオ カ ） 、

レー キ ジ ン ク ホ ワ イ ト

花 青 Fe， 仁o, Zn コ バル ト ブルー、 ジ ン ク ホ ワ イ ト
g 目反 白 Zn Fe ジ ン ク ホ ワ イ 卜 、 褐色系土性顔料

h 鼻 肌色 Ba, Fe, Z「1,Pb 硫酸バ リ ウム、 褐色系土性顔料、
ジ ン ク ホ ワ イ ト 、 鉛 白 、

耳 飾 三月主三 仁r, Co, Zn コ／ ＼ル 卜 ク ロ ム青、 ジ ン ク ホ ワ イ 卜

目反 黒 （濃紺） Ba Fe 仁o 褐色系土性顔料、 コ ／ ＼ル 卜 ブルー

k 目良 黒 （明部） Ba Fe Zn 仁o 褐色系土性顔料、 ジ ン ク ホ ワ イ ト 、
コ ／ \j レ ト ブルー

シ ョ ール 青 Cr, Co, Zn,  Fe, Ba, Ti, コ バル ト ク ロ ム青、 ジ ン ク ホ ワ イ 卜 、

昨1 木 緑 Cr, Fe, Zn,  S, Ti, ビ リ ジア ン、 褐色系土性顔料、 ジ ン ク ホ ワ イ 卜

n 舟 茶 Fe Zn  褐色系土性顔料、 ジ ン ク ホ ワ イ 卜

。 I也塗 り 臼 仁a 白 土

p 側面 接着剤 仁a, Cr, Fe, Zn 

l

 

RU

 



愛知県立芸術大学紀要 No.42 (20 1 2) 

【所見】

冒頭の 「地塗 り （ 白 ） 」 以外の項で は、 明 ら かに地塗 り に起因す る 思 わ れ る 元素は無視 し た。

。 地塗 り （白） : Ca （カルシウ ム） を検出。 炭酸カルシウム （CaC03 ） ま たは消石灰 （Ca(OH)2 ） と思われる。 試
料採取を行わなか っ た のでいずれかの判定は難 しい。 S （硫黄） の検出がな く 石膏 と は考え に く い。 目視では表面
に砂粒状の ものが附着 している箇所がある。
a屋盤i丞2. : Fe （鉄） と Zn （亜鉛） を検出 し た。 赤色は赤褐色系土’生顔料の レ ッ ド オ ー カ ー であ ろ う 。

目 視で は 自 の混入は認め ら れな い。 Zn は建物の 白 い壁面部分を測定時に 読み込んだ結果 ら し い。 乙

の 白 は ZnO （ ジ ン ク ホ ワ イ ト ） であ る 。

h連盟L丞2. : Hg（水銀） と Zn （亜鉛） を検出 し た。 上記 a 部分よ り 鮮やかな赤色で、 使用顔料は HgS （パ一

ミ リ オ ン） だ ろ う 。 一部に 混色、 重ね描き し た 白色が ZnO ら し い。

c 屋根 （黄） : Zn （亜鉛） と Ba （バ リ ウ ム） を検出 し た。 明 る い黄色の ド ー ム で あ る 。 色味を考慮

す る と レモ ンイ エ ロ ー ま た は バ リ ウ ム イ エ ロ ー （ と も に BaS04） だ ろ う 。 部分的 に ジ ン ク ホ ワ イ ト

を混入 も し く は併用 し て い る も の と 考 え ら れる

d 唇 （赤 ・ 白） : Hg （水銀） 、 Zn （亜鉛） 、 Fe （鉄） を検出。 明 る い赤色の下唇 で あ る 。 HgS と 赤褐

色系土性顔料 （ レ ッ ド オ ー カ ー） 、 ZnO の混色だろ う 。 白の量で微妙な階調を作 っ て い る 。

e 唇 （赤 ・ レーキ） : Fe （鉄） 、 Zn （亜鉛） 、 Ba （バ リ ウ ム） を検出 し た。 濃暗色の赤色。 色味を考慮

す る と 赤色系土性顔料 （ レ ッ ド オー カ ー） 、 ZnO の混色だろ う 。 Ba の用途判断は難 し い。

Ba を含む主 な 白 色顔料は BaS仏 （硫酸バ リ ウ ム） と BaC03 （炭酸バ リ ウ ム） で あ る 。 前者を主剤 と

す る 油絵具の市販 品 は な い が、 一部の メ ー カ ー は油絵具の増量剤 も し く は色調調整剤 と し て一定範

囲 内 で添加す る こ と があ る 。 屈折率は 1 .64 で鉛白 の 1 .94 に劣る が石膏 （ 1 .52） や カ オ リ ン （ 1 .56) 

よ り 大 き く 、 亜麻仁油で練 る と 透明感の あ る 白色油絵具 と し て 使用 に 耐 え る 。 顔料の入手は容易 な

の で絵具の 自 製は可能であ る 。 一方、 BaC03 の屈折率は 1 .52 で亜麻仁油 と 混 じ る と ほ ぼ透明 に な り

白色絵具 と し て の使用 は 考 え ら れない。 こ の唇部の表層 に は赤色 レーキ の薄い被覆層 が認め ら れ る

が、 レーキ顔料の主成分であ る Al (OH) 2 （水酸化 ア ル ミ ニ ウ ム） は Al （ ア ル ミ ニ ウ ム） が軽元素

で あ る た め に こ の分析法で は検出ができ ない。 20 世紀前半の工業用塗料で は BaS04、 BaC03 と も に

レーキ顔料の担体に使用 し た例があ る 。

工五i宣2. : Co （ コ バル ト ） 、 Zn （亜鉛） 、 Fe （鉄 ） を検出 し た。 明 る く 鮮やか な 青色 の 花 で あ る 。

CoA1204 （ コ バル ト ブルー ） に 、 ZnO を加 え て かすかな明暗を与 え て い る 。 Al は軽元素 の た め検出で

き な い。 Fe4 凹e (CN\] 3 ・nH20 （ プル シ ア ン ブルー） の使用 も 考 え ら れ る が、 Fe の 検 出 量 が低 く 、

花の下層 に あ る 白衣の陰影描写に用い た褐色系土性顔料の可能性が高い。

gJI旦i自2._: Zn（ 亜鉛） と Fe（ 鉄） を検出 し た。 白色は ZnO が基調であ る 。 布の襲や陰影の表現は褐

色褐色系土性顔料を使用 し て い る 。 服の 白 に も 微量の褐色の混入があ る 。

註皇旦E包 ： Ba （バ リ ウ ム ） 、 Fe （鉄） 、 Zn （亜鉛） 、 Pb （鉛） を検出 し た。 やや赤味を帯びた肌色であ る 。

2 PbC03 ・ Pb (OH) 2 （鉛 白 ） 、 ZnO、 BaS04 で 白 色を整 え 、 Fe を含む黄褐色系お よ び赤褐色系土性顔

料を配合 し て 添加 し た も ので あ ろ う 。
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北川民次の絵画技法 （ 3 ） ー 郡山市立美術館所蔵作品の 自 然科学的調査 一

i豆盤i童2. : Cr, （ ク ロ ム） 、 Co （ コ バル ト ） 、 Zn （亜鉛） を検出 し た。 やや緑がか っ た青色で あ る 。

CoA1204 に 微量の Cr203 ・ 2H20 （ ピ リ ディ ア ン） を加え ZnO 明 る さ を調整 し て あ る 。

姐且i墨2.: Ba （バ リ ウ ム ） 、 Fe（ 鉄 ） 、 Co （ コ バル ト ） を検出 し た。 青みを帯びた濃黒色の袖部分であ る 。

黒色は c （炭素） 系の顔料 （例 ： ア イ ボ リ ー ブラ ッ ク ） を使用 し て い る と 思わ れ る が、 C が軽元素で

あ る た め検 出 で き な い。 青 味 は CoA1204 と 微量の Fe4 (Fe (CN) e) 3 ・nH20 の 混色 で あ ろ う 。 後者 は

経年変化で黒味を帯び た 可能性があ る 。 かすかな青味は前者に よ る も の と 言 え る 。 やや透明感の あ

る Bas仏 を少量加 え て 薄地の布老巧み に表現 し て い る 。 黒いス カ ー ト 越 し に脚部の存在が見 え る が、

BaS04 思われ る 半透明の 白の添加が巧妙であ る 。

k 服 （黒 ・ 明部） ： Ba （バ リ ウ ム ） 、 Fe （鉄 ） 、 Co （ コ バル ト ） 、 Zn （亜鉛） を検出 し た。 j と 同様

に黒絵具は C 系の黒色で あ る 。 腕の丸みを描 く 明部は ZnO 添加の ため透明感を失 っ て い る 。

l シ ョ ール （青） : Cr （ ク ロ ム） 、 Co （ コ バル ト ） 、 Zn （亜鉛） 、 Fe （鉄） 、 Ba （ バ リ ウ ム） 、 Ti （ チ タ

ニ ウ ム ） を検出 し た。 明 る い青部分であ る が、 CoA1204 と 微量の Cr203 ・ 2H20 （ ピ リ デ ィ ア ン） で調

色 し 、 ZnO、 Bas仏、 TiO （チ タ ニ ウ ム ホ ワ イ ト ） で明度の変化を つ け て い る 。 TiO は 反射率が高い

の で多量の BaS04 を加 え て 白 さ の 目 立ち を抑 え て い る 。 Fe の検出があ る が、 目 視 に よ る 色味か ら は

プルシ ア ン プルーの存在を感 じ な い。

旦主盤ミ ： Cr （ ク ロ ム） 、 Fe （鉄） 、 Zn （亜鉛） 、 s （硫黄） 、 Ti （ チ タ ン） が検出 さ れた。 Cr を含む

代表的緑色 は Cr203 （オキサイ ド ク ロ ム） と Cr203 ・ 2H20 であ る 。 両者の化学式は ほ ぼ同 じ で、 後者

に は 2 分子の水がつ く 。 色味は前者が不透明、 後者が透明色で あ る 。 随所で緑色越 し に 淡褐色が透

け て 見 え る の で緑色は Cr203 ・ 2H20 だ ろ う 。 樹葉 に重ねて暗褐色の点が加筆 し で あ る 。 黄褐色系土

性顔料 （イ エ ロ ーオ ー カ ー） 、 Fe 4 (Fe (CN) e) 3 ・nH20 と ZnO の混合色 と 考 え ら れ る 。 前記 l と 同様 に

Ti を検出 し て お り 、 TiO と 考 え ら れ る が外見で は 目 立つ 白色は見 当 た ら ない。 下塗 り の 添加物の 可

能性があ る 。

旦止i蓋ミ ： Fe （鉄J と Zn （亜鉛） を検出 し た。 褐色系土’性顔料 と ZnO だ ろ う 。 Mn （マ ン ガ ン） が

検出 さ れないので、 褐色系土性顔料は シエナ土 と 考え ら れ る 。

p 側面 （接着剤D ： 修理に伴 う 部分 （47 頁参照） と 分か っ た の で所見を割愛す る 。

【総合的所見】

赤外線写真 と 測光線写真か ら 判 断す る 限 り 制作開始後の構図変更は ほ と ん ど行 っ て い な い。 例外

は 右手下方の樹木の部分であ る 。 こ こ は通常の 肉眼視で も 最初 に 引 い た鉛筆 の輪郭線がみ え る 。 制

作開始後の変更がな い の は 、 周到な計画の下に制作が行われた こ と に 他な ら ない。 紫外線蛍光写真

は こ の事実を補強 し て く れ る 。 黒衣の婦人像の右腕周辺や左手 と 胴の 間 そ の他で輪郭線の 外側 か ら

シルエ ッ ト を切 り 取る よ う に 白 い発光がみ え る 。 こ の発光は ジ ン ク ホ ワ イ ト に基づ く と 推定で き る 。

よ く 見 る と 婦人 の ほ ぼ全身に 似た現象が見 え る 。 白衣の女で は 、 後頭部の 輪郭で類似の処理を し て

い る が、 白 衣の 主要部分 で は 輪郭線の 内側で主要な か た ち を 同 じ 白絵具で描 き 起 こ し て い る 。 二人

が立つ丘の稜線 も 内 側 に 白線の下描 き が あ る 。 そ の濃淡が二人の空間的位置関係を巧妙に 表現 し て

司dFh1u
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い る 。

赤外線写真は 、 黒衣の婦人の着衣の下に粗い表現では あ る が人体が描かれてい る こ と 示 し て い る

が、 通常光で も 見 え な い わ け で は ない。 北川 は細身で引 き 締 ま っ た着衣の女性像を 肉体 と の 関係 で

説明す る た め に 、 黒い着衣の彩色で は透明度を操作 し た よ う だ。 ア イ ボ リ ー ブ ラ ッ ク は透明感の あ

る 黒で あ る が、 さ ら に 硫酸バ リ ウ ム の よ う な半透明 な 白 を加 え て かす か に 透 け る 人体を描い た。 蛍

光 X 線に よ る 顔料分析がそ の こ と を示 し てい る 。

夫人の腔の上端は赤外線写真 で も 見 え な い。 下着 の 白 を ジ ン ク ホ ワ イ ト で彩色 し た た め に 不透

過 と な っ て い る 。 白衣の女は不透明な色使いで ゆ っ た り と し た着衣を ま と め て い る 。

絵具 （ 顔料 ） 自 体に 特記事項 は な いが、 硫酸バ リ ウ ム の多用 は メ キ シ コ 時代の特色だ ろ う 。

シ ョ ールの部分か ら チ タ ニ ウ ム ホ ワ イ ト を検出 し たがが、 か な り 早い使用 例 で あ る 。

l 枚の板を 2 つ に 切 り 裂いた結果 と し て板の伸縮が起 こ り やす く な っ た の だ ろ う 。 通常光、 側光、

赤外線写真の いずれで も 縦方 向 に細かい亀裂が発生 し て い る こ と がわ か る 。
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北川民次の絵画技法 c 3 )  - rn1山 市立美術館所絞作品の 自 然科学 的調査 一

北川民次 作 《踊 る 人 た ち》 （ 1 92 9 年） 7 8 . 8 × 7 3 .2 cm 

キ ャ ンバス、 画商右下に 年記 ・ 署名 「一九二九 北J i i l函J
（裏面に ”Los Dangantes. Tamiji Kitagawa” の署名）

【作品概要】

北川民次が メ キ シ コ に 移住 し て 7 年 目 の 1 92 9 年 （35歳） に 、

メ キ シ コ 市 の 国 立芸術宮殿の ギ、 ヤ ラ リ ー で 聞 かれた メ キ シ コ で 2

回 目 の個展で発表 し た作品 （ 当時の現地の新聞記事に 図版が掲載）。

当時、 北川 は ト ラ ル パ ム で野外美術学校の活動を展開 す る か た わ

ら 、 本格的な制作活動を開始 し 、 現地での 評価 も 高 ま り つつあ っ た。

画面に描かれて い る の は 、 イ ンデ ィ オの祭 り 「コ ンチ ェ ロ の ダ

ンス」 （ 1 9 世紀以来イ ン デ ィ オの下層民の聞に広 ま っ た踊 り ） 。 町

の守護聖人サ ン・ミ ゲル、 征服者サ ン ・ ルイ ス、 受難のキ リ ス ト ・ 作品裏面写真

を表す三つ の旗を 中心 に 、 全員がマ ン ド リ ンを奏でな が ら 、 輸に 支持休のキ ャ ンパ ス裏面か ら
輪郭線が見 て と れ る 。
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な っ て踊 る 光景が描かれて い る 。

・ デジタ ルマイ ク ロ ス コ ー プに よ る観察

観察部分
a 下／中央人物布 目 ： 5 ・ 1 0 倍
b 下／中央人物 ： 5 ・ 1 0 倍
仁 中央／人物服 ： 1 0 ・ 30 倍
d 遠景／十字架 ： 5 ・ 1 0 ・ 30 倍
e 側面 ： 5 ・ 1 0 ・ 20 ・ so 倍

【所見】

デ ジ タ ル マ イ ク ロ ス コ ー プに よ る 観察 で は 、 こ の作品全体に絵具を あ ま り 薄め る こ と な く画面に

塗 り つ け て い る 様子がみて と れた。 ま た 肉 眼で は ほ と ん ど 見 え な い細 か な 亀裂が随所 に 拡が っ て い

る の が見つか っ た。 画面全体に縦の タ ッ チが多用 さ れて い る 。 品出、れ た 事物 の 輪郭周 辺 に 支持体で、

あ る キ ャ ン パ ス地が見 え て い る 部分があ る 。 白色の地塗塗料が見 え ず生地の 色 を 生 か して 描い て い

る のが わ か る 。

画面中央下の人物は、 キ ャ ン パ ス の 布 目 を輪郭 と して 残 しておい 、て い る （観察部分 a） 。 そ の ｜燐の

人 物 は 、 着衣の模様 は 半透明 の 自の細か い タ ッ チ で描い て い る の が わ か る 。 （観察部分 b）。 画 面 中

央人物の赤い着衣は 、 わ ず か な が ら キ ャ ン パ ス の 布 目 を残 して い る 部位があ り 、 紫がか っ た 赤点を

模様 と して重ねて い る 。 そ の紫がか っ た赤は半透明で、 地の赤の上 に 染み 出 て い る （観察部分 c） 。

画 面 中央上部、 遠景の十字架墓標周辺 で も わずかなが ら キ ャ ン パ ス の 布 目 を残 して い る 部位 と 、 地

面の褐色がかす か に 透け て 見 え る 部位あ り 、 十字架 に は は っ き り した タ ッ チが み て と れ る （観察部

分 d〕 。 支持体側面 は 、 目 視で も 判別で き る が、 キ ャ ンパス が木枠の厚み 中央 ま で しか;im く、 制作後

の いつかの時期に木枠への貼 り 直 しが行われた ら しい （観察部分 e） 。
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北川民次の絵画技法 （ 3 ) 郡 山市立美術館所蔵作品の 自 然科学 「件府.�査 一

観察部分 a ー 下／中央人物布 目 （5 倍）
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・ 側光写真

・ 赤外線写真

・ 紫外線蛍光写真

【所見】

・側光写真 で は 、 キ ャ ン パ ス の 弛 み で 生 じ た 波

打ち が見え る 。 各部分で、は描写時の筆使い で、で、き

る マチエールが顕著であ る 。 画面全体に縦の筆使

いが多い こ と が こ の作品の特徴であ る 。 目 立つ亀

裂、 欠損等は見 当 た ら ない。

・ 紫外線蛍光写真で は 、 画 面 中 央 に 抗i か れ た 旗

の柄の中央部分右の地面に 補彩 と 思わ れ る 黒い斑

痕があ る 。 画面中央で旗を持つ人物の ふ く ら は ぎ、

や、 画面右上の青い着衣の ス カ ー ト 下部 に 弱 い 発

光があ る 。 多分ジ ン ク ホ ワ イ ト の混色に よ る 発 光

だ ろ う 。 画面全体に やや紫昧を；市 びた 白 色の発光

が あ り 、 こ れ も ジ ン ク ホ ワ イ ト か ら の発光 と 思わ れ る 。 特に 画面上部の 卜字架や、 白 色 の 着衣、 建

物等に 多 く 見 る こ と がで き る 。

・ 赤外線写真で は 、 画 面全体が厚塗 り で描かれて い る た め に 、 下層 の 下素描を識別す る こ と は で き

な い。 紫外線蛍光写真で指摘 した 補彩部分は、 赤外線写真で も よ く 見え る 。 通常 で の 目 視観察で も

あ る 程度可能で あ る が、 岡市中央で 踊 る 人物群の着衣ス カ ー ト の下に はII却の シ ル エ ッ ト を描 い て い

る の が よ く 判 る 。 さ ら に 、 いずれの着衣 も 仕上げに 使 っ た透明色の差で明度 と 色｜味の バ リ エ ー シ ョ

ン を作 り 、 発色効果をあ げて い る 。
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北川民次の絵画技法 （ 3 ） ー 郡山市立美術館所蔵作品の 自 然科学的調査 一

圃 携溝型蛍光 × 線装置に よ る 分析

測定箇所
検出元素

E己号 描画内容 色味
主な推定顔料

a 十字架 三円室三 Zn Fe Ba 仁a S ジ ン ク ホ ワ イ ト 、 プルシ ア ン ブルー、
硫酸バ リ ウム、 白 土

b 帽子飾 リ 赤 Fe, Hg, Ca, S 赤褐色系土性顔料、 ヴ ァ ミ リ オ ン、 白 土

c 帽子 青緑
仁「， 仁o, Hg, S, Fe, Cu, As, Ca, コ J ＼］ レ 卜 ク ロ ム ブルー、 ヴ ァ 一 ミ リ オ ン、

Ba プルシ ア ン ブル 、 エ メ ラ ル ド グ リ ン

d 木 左川� Fe Mn Ca 褐色系土性顔料、

e 土 オ ー 力 一 Cd Fe Zn 5 仁I Ca カ ド ミ ウ ム レ ッ ド＼ 褐色系土性顔料、
ジ ン ク ホ ワ イ 卜 、

mil 赤 Hg, Pb, Fe, S ヴ、 ア 一 ミ リ オ ン 、 鉛 白 、 赤褐色系土性顔料

g 月日
三月主三 仁o, Cr， 仁u, As Ba, S 

コ J ＼ル ト ク ロ ム ブルー、 エ メ フ ル ド グ リ ー ン 、
J ＼ リ ウ ム、

h 月日 緑 Cr Cd S Cu As Ba ビ リ ジア ン、 カ ド ミ ウ ム イ エ ロ 一、
エ メ ラ ル ド グ リ ン、 バ リ ウ ム

月E 緑 （ 白 ） 仁 u , As, Cd, Ba, C r  
エ メ フ ル ド グ リ ー ン、 カ ド ミ ウ ム イ エ ロ 一、
硫酸バ リ ウ ム、 ビ リ ジア ン、

月日 黄 仁d, S, Fe, Ba カ ド ミ ウ ム イ 工 口 、 黄褐色土性顔料、
バ リ ウ ム

k 月R 紫 Al S Cl Ca, Ba Zn Pb 鉛丹

�lil 白 S, Zn, ジ ン ク ホ ワ イ 卜 、

庁1 月日 蛍光青 ζo， 仁u, As, Fe, Ba, Ca, 
コ J ＼ル ト ブル 、 プル シ ア ン プル 、
エ メ ラ ル ド、 硫酸バ リ ウ ム、 体質顔料

n �lil ピ ン ク Zn, H g  Cd, S， ζ｜， ヴァ ミ リ オ ン、 カ ド ミ ウ ム レ ッ ド、
ジ ン ク ホ ワ イ ト リ ト ポ ン

。 側面
白 Zn 仁a Ba ジ ン ク ホ ワ イ ト 、 硫酸バ リ ウ ム、 白 土1也塗 り

QU
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【所見】

《 ア メ リ カ 夫人 と メ キ シ コ 女》 の例に倣い、 地塗層に起因する 元素は考察か ら 除外 し た。

o 側面 ・ 地塗 り （ 白 ） ： Zn （亜鉛） を主に少量の Ca （ カ ルシ ウ ム） と Ba （バ リ ウ ム） を検出 し た。 ZnO （ ジ

ン ク ホ ワ イ ト ） と BaS04 （硫酸バ リ ウ ム） で あ ろ う 。 微量の s （硫黄） も 検出 さ れた が BaS04 あ る

い は CaS04 （石膏） に 由来す る も のか判断で き ない。

a 十字架 （青） : Zn （亜鉛） 、 Fe （鉄） 、 Ba （バ リ ウ ム ） 、 Ca （ カ ル シ ウ ム ） 、 s （硫黄） を 検 出 し た。

淡い青色で あ る 。 Fe 4 (Fe (CN) 5) 3 ・nH20 （ プル シ ア ン ブルー） に ZnO （ ジ ン ク ホ ワ イ ト ） と 少量 の

BaS04 （硫酸バ リ ウ ム） の混合色であ ろ う 。 CaS04 ・ 2 H20 （石膏） を添加 も 考 え ら れ る 。

b 帽子飾 り （赤） : Fe （鉄 ） 、 Hg （水銀） 、 Ca （ カ ル シ ウ ム ） 、 s （硫黄） を検出 し た。 鈍 く 暗めの赤

色であ る 。 赤褐色系土’性顔料 と HgS （パ一 ミ リ オ ン） の混合色だろ う 。 CaC03 （ 白亜） ま た は CaS04 （石

膏） も 混ざっ て い る よ う だ。

c 本体 （青緑） : Co （ コ バル ト ） 、 Cr （ ク ロ ム） 、 Fe （鉄 ） 、 Cu （銅） 、 As （枇素） 、 Hg （水銀） 、 s （硫黄）

を検出 し た。 緑味を伴 う 濃青であ る 。 CoA1204 （ コ バル ト ブルー） を主に、 Fe4 (Fe (CN\) 3 ・ nH20 （プ

ル シ ア ン ブ ルー） 、 Cr203 ・ 2H20 （ ピ リ デ ィ ア ン） 、 Cu ( C2H302) 2 ・ 3 Cu (As02) 2 （亜 ヒ 酸銅 ： エ メ ラ ル

ド グ リ ー ン） の混色だ ろ う 。 エ メ ラ ル ド グ リ ー ン は 明 る い緑色 だが、 混色す る と く す み が 生 じ る 。

Hg と S は下層 に あ る HgS を検知 し た ら し い。

ι止Ll蓋l : Fe （鉄） 、 Mn （マ ン ガ ン） 、 Ca （ カ ル シ ウ ム） を検出 し た。 暗い濃褐色部分であ る 。 Mn

の検出か ら 、 褐色系土性顔料 は ア ンバ一系 と 推定で き る 。

e 士 （オー カ ー） : Cd （ カ ド ミ ウ ム ） 、 Fe （鉄） 、 Zn （亜鉛） 、 s （硫黄） を検出 し た。 やや濁 っ た褐

色であ る 。 複数色の混色に見え る 。 検出元素か ら 推測す る と 。 硫化カ ド ミ ウ ム （CdS） と 黄褐色系土

性顔料 （イ エ ロ ーオ ー カ ー ） 、 ZnO の混色 と 考え ら れ る 。 硫化カ ド ミ ウ ム （CdS） は製法の違いで黄

色か ら 濃樟色 ま で多彩な も のが あ る 。 Se （セ レ ン ） を検出 し な い の で カ ド ミ ウ ム レ ッ ド を含む可能

性は低い。

日艮i丞l : Hg （水銀） 、 Pb （鉛） 、 Fe （鉄） 、 s （硫黄） を検出 し た。 b の帽子飾 り よ り 黄味が強い鮮

やかな赤色で あ る 。 Fe の検出量 b 点 よ り 少ない。 HgS （パ一 ミ リ オ ン） に 、 赤褐色系土性顔料を加 え 、

さ ら に鉛白 で明度を整え て い る 。

＆』且i宣よ ： Co （ コ バル ト ） 、 Cr （ ク ロ ム） 、 Cu （銅） 、 As （枇素） 、 Ba（ バ リ ウ ム） 、 S （硫黄） を検出 し た。

c 点 に 似 た 青 色 で 、 半 透 明 な 白 点 の 加 筆 が あ る 。 C0Al204 に Cr203 ・ 2 H20 と Cu C C2H302) 2 ·

3 C u (As0 2) 2 を 混ぜて い る 。 肘辺 り の輪郭 や服 の 模様 は 半透 明 白 色 の BaS0 4 だ ろ う 。

江』邑4盤l : Cr （ ク ロ ム ） 、 Cd （ カ ド ミ ウ ム） 、 s （硫黄） 、 Cu （銅） 、 As （硫黄） 、 Ba （バ リ ウ ム ） を

検出 し た。 濃い緑に黒色の加筆があ る 。 Cr203 ・ 2H20 と CdS （ カ ド ミ ウ ム イ エ ロ ー） 、 Cu ( C2H302) 2 • 
3 Cu (As02) 2 の混色 と 考 え ら れ る 。 Ba の検出 はバ リ ウ ム イ エ ロ ーの可能性 も 残 し て い る 。

止艮i盤自i ： 検 出元素 は h と ほ ぼ同一 で あ る が、 検 出 強度 に 差 が あ り 、 Cu （銅） と As （枇素） 、

Ba （ バ リ ウ ム ） がやや強 く 、 Cd （ カ ド ミ ウ ム ） 、 Cr （ ク ロ ム ） の値が小 さ い 。 h よ り 明 る い 緑 で

あ る 。 Cu (C2H302) 2 ・ 3 Cu (As02) 2 を 主 と し 、 微量の Cr203 ・ 2H20 と CdS を 配 合 し て 、 さ ら に 、
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BaS04 で 明 る さ と 透明感を整 え て い る 。

凶邑i蓋2. : Cd （ カ ド ミ ウ ム ） 、 s （硫黄） 、 Fe （鉄） 、 Ba （バ リ ウ ム） を検出 し た。 山吹色に近い黄色

で あ る 。 主 た る 黄色 は CdS （ カ ド ミ ウ ム イ エ ロ ー） であ ろ う 。 色 に 軽 い 濁 り があ り 黄褐色土性顔料

の混色が推定で き る 。 BaS04 で 明 る さ と 透明感の調整を し て い る 。

主』且i蓋2_: s （硫黄） 、 Cl （塩素） 、 Ca （ カ ル シ ウ ム） 、 Ba （バ リ ウ ム） 、 Zn （亜鉛） 、 Pb （鉛） を検出 し た。

濃い紫で あ る 。 前掲元素を含む紫色顔料 と し て想定で き る の は Pb 3 04 （鉛丹） に イ ン デ ィ ゴ等の染

料で染めつけた も の で あ る 。 今回採用 し た分析では有機物の検出 は で き ない。

由民i皇2. : Zn （亜鉛） を検出 し た。 ZnO のみを使用 し た よ う であ る 。

m H� C蛍光青） ： Ba （ バ リ ウ ム ） 、 Ca （ カ ル シ ウ ム ） 、 Fe （鉄 ） 、 Co （ コ バル ト ） 、 Cu （銅） 、 As （枇素）

を 検 出 し た。 CoAl204、 Fe4 (Fe (CN) s) 3 ・nH20、 Cu (C2H302) 2 · 3 Cu (As02) 2 の 混 合 色 を BaS04
や Ca (OH) 2 （消石灰） な ど の 白 で調色 し た よ う だ。

n H� C ピ ン ク ） : Cd （ カ ド ミ ウ ム） と Hg (7.J<銀） 、 s （硫黄） 、 Zn （亜鉛） を検出 し た。 赤色の CdS （ カ

ド ミ ウ ム レ ッ ド ） と HgS、 白色の ZnO (Bf.鉛） の混合色であ ろ う 。

【総合的所見】

周到な計画の も と に 描かれた 《 ア メ リ カ 夫人 と メ キ シ コ 女〉 と 比べ る と かな り 組い 描 き 方で あ る 。

そ の分、 自 由 な筆使い が闘達な画面を作 っ て い る と も い え る 。 粘度の高い絵具を あ ま り 薄め ずに 画

面 に 塗 る 様子 は 、 各部分の顕微鏡写真か ら も 明 ら かで あ る 。

使用 し た絵具類 に は 、 と く に こ れ と い っ た特色 は な いが、 通常光、 赤外、 紫外線蛍光の各写真を

比較す る と 、 赤、 緑、 青 に 彩色 さ れた、 特に 人物の衣装部分で透明色の発色効果を巧み に 利用 し て

い る のが判 る 。 左上の青衣 と 下段中央の濃青緑の 2 群の人物は蛍光 X 線分析で検 出 さ れた元素は類

似 し て い る が、 前者 は 紫外線下で吸光、 後者は部分的に 弱 い蛍光を発す る （発光が微弱 な た め写真

では十分な確認が難 し い ） 。 いずれ も 赤外線写真ではかな り 赤外線反射率の高い 同 じ よ う な色が塗 ら

れて い る こ と がわ か る 。 仕上げに 使 っ た 上掛けの透明色の差が鮮やか な 青 と 濃暗色の緑の 差 を 作 っ

て い る 。 一見粗い仕上げだが、 絵具の発色効果をかな り 計算に入れた組み合わせで描かれて い る 。

作品全体 に 油 で練 る と 半透明の 自 に な る 硫酸バ リ ウ ム がかな り 使 わ れ て お り 、 北川 の メ キ シ コ 滞

在期作品を特徴づけ る 絵具 と い え よ う 。
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